Boundary Lines between Eastern and Western Food Culture at Japan Sea Side of Japan (Part5) Boundary lines on the Basis of Dietary Habits of Green Soybean by 本間, 伸夫 et al.
東西食文化の日本海側の接点に関する研究（V）
枝豆の食用に基づく食文化のライン
本間伸夫・石原和夫
Boundary Lines between Eastern and Western Food 
Culture at Japan Sea Side of Japan (Part 5) 
Boundary lines on the Basis of Dietary 
Habits of Green Soybean
Nobuo Honma and Kazuo Ishihara
　　　　　　　　　緒　　　言
　東西の食文化を構成する個々の伝統的な食べ物につ
いては，パタパタ茶1，，いずし・なれずし2），年取り魚
と昆布巻3），菊の花の食用について前報4⊃において詳し
く，納豆，年取り魚，雑煮餅，菊の花，味唱，節句団
子，枝豆，ttじんだ”＊＊については日本食生活文化財団・
食生活文化調査研究報告集5，において概略的に報告し
た。　　　　　　　　　　　．』
　本報では，それらの「食」の中から，枝豆及びその
調理法の一つ“じんだ”等の食習慣について，その分
布及び内容を中心として調査・検討した結果に基づき，
推定した食文化ラインについて報告する。
　　　　　　　　研究方法
　最初に日本全国にわたる組織的な資料を参考にし
て，おおまかに東西食文化の接点を推定し，次にその
地域において詳細な調査研究を加えるという方式を
とった。
1　調査項目
　全国にわたる食関連連の資料7）8）9，：°）に加えて，著者
らの研究結果5，を参考にして，「食」に関する9項目2⊃5）
を東西の食文化を分けるポイソトとなる指標として選
んだ。枝豆と“じんだ”はその1項目である。
2　調査地域
專新潟県の郷土食に関する研究（第27報）
““ ﾂ豆（枝豆）をゆでて摺り潰し，塩や砂糖などで味付け
したもので，あえ物に使う。ttずんだ，すだ，ぬた，のた”
等の呼称があるが，”じんだ”でもって代表させた。
　調査地域としては，東西食文化の接点である可能性
が高いと推定される新潟県南西部から富山県及び西型
食文化の飛び地と推定される佐渡及び庄内地方を含む
山形県を重点的に選び，更にその周辺地域についても
できるだけだけ広範囲にわたって対象とした。
3　現地調査
　調査は，著者らによる現地での聞き取りに加えて，
各地域の生活改善普及員，学校教諭・同栄養職員，栄
養士会会員，老人会会員，地域在住研究者及び本学食
物科卒業生などに依頼して聞き取りを行った。調査は，
主として1987－1990年にわたって行われた。
　調査対象者としては日本の食生活全集8）の場合と同
じく，1930年代頃において台所の責任の一一部でも分担
した年齢の方にお願いすることを原則とした。
　使用した調査用紙は前報2）5⊃に示したごとくであり，
その内容は1930年代頃の「食」に関するものである。
　枝豆及びその関連事項についての調査表は図1のご
とくである。
4　文献的調査
　その背景として，かなり広範囲に亘る地域について
の解析を必要とするテーマであるので，1930年代頃に
おける全国的な資料である聞き書8｝を中心とし
て7⊃9）1°）11〕などの中に記載されている枝豆及びその関
連事項を本研究の目的に従いながら，整理・検討し，
特にライソ引きの資料とした。これらの他，各地単独
の資料12）13）14｝も必要に応じて参考とした。
5　クラスター分析
　前項記載の全国的資料7⊃8）9）を中心としたもの中か
ら，必要に応じて各地域のデータを補って，枝豆とそ
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図1　「枝豆及びじんだ」についての調査票
の関連についてクラスター分析を行い，都道府県単位
での地域区分に適用した。
　解析用システムとしてはrLoutus1－2－3多変量解析
システム」（オごドマソ製）15）を用いた。データの種類
は2値（0，1）データ，距離は一致係数に基づくも
の，分類手法は群平均法によった。
　　　　　　　　　結果及び考察
　得られた現地調査の総数549であって，食生活文化報
告集4，に用いられたデータに山形県を中心としたデー
タが付け加えられている。その内訳は山形県192，福島
県6，新潟県273，群馬県11，長野県13，富山県44，石
川県5，岐阜県2，その他3である。
　また文献的資料として取り上げられた地域数は合計
443である。
1　枝豆の食習慣と行事（全国）
　1－1枝豆を供える行事・月見など
　行事辞典16｝によれば，陰暦8月15日の満月の夜，中国
及び日本において餅，団子，その季節の収穫物を供え
る風習があり，供えるもの中に枝豆が含まれている。
日本では，この十五夜の他に，9月13日の満月を十三
夜として祝う習慣がある。この場合，供えるものが異
なっており，前者を芋名月といって里芋を，後者では
豆名月（或いは栗名月）といって主に枝豆を供えるこ
とが伝承されているという。
　このこどは，食文化，特に枝豆の食文化に関係深い
ものと考えられるので，1930年代頃における全国的な
記述のある文献8）を中心として調査し，都道府県単位
で確認できた月見の名称と枝豆及び里芋を供える習慣
の分布を図2，3に示した。
　図2によれば，月見の習慣は全国的に分布していた
ことが認められる。なお，空白の県があるが，確認で
きなかったという意味であって，その習慣がないとい
うことではない。
　主に，東北地方では十五夜を豆名月と呼び，十三夜
を芋名月と呼ぶことが多いのに対して，中鼠九州な
どの西日本では十五夜を芋名月と呼んでおり，逆に
なっている。また，十三夜の行事は，全般に十五夜よ
り少ないが，東日本は西日本よりも多い傾向である。
　図3よれば，月見に枝豆及び里芋を供える習慣はほ
ぼ全国的に認められが，枝豆は東日本に多い傾向があ
り，里芋は東北地方北部以北では認められない。東日
本では十五夜において枝豆が，十三夜において里芋が
多く，西日本では十五夜で里芋が多い傾向が認められ
る。
　月見の供え物は，その季節の主な初物と位置付けら
れているものであり，重要でないものや生産されない
ものが供えられるとは考えられない。原産地が東南ア
ジアである里芋と中国東北部の大豆との違いが，地域
と風土の影響を受けて，上記の傾向をもたらすものと
考えられる。
　1－2枝豆の食用及びttじんだ”料理（全国）
　全国的資料で確認された，過去における枝豆の食用
と枝豆料理（”じんだ”類を除く）の分布を図4に，
じんだを使った料理の分布を図5に示した。
　枝豆の食習慣はほぼ全国的に認められるが，ttじん
だ”を除く枝豆を使う料理は東日本に多い傾向が認め
られる。枝豆を使う料理の主なものは，枝豆ご飯，潰
物等である。岡山県！7，には，蟹と枝豆を一緒に潰して作
るttずがに団子”がある。
　枝豆から作る”じんだ”の食習慣はほぼ東日本に限
定され，特に東北地方に多いが，飛び地的に大阪府河
内地方18）に”じんだ餅”が認められる。栃木県19）の場合
は，県北部，福島県に接する日光山間部に存在するも
のであり，東北の影響が認められる。
　枝豆からでなく，成熟した大豆を摺り潰して作る”じ
んだ”的なものは西日本にまで及んでいる。成熟した
大豆を摺り潰して作る呉汁が全国的に分布すること
　（表1）及び豆腐が全国的であることから，摺り潰す
かどうかの手法の差よりも，大豆子実が未熟か成熟か
の差のほうが，食文化上からみて重要な違いと考えら
れる。
　1－3　その他，枝豆と関連が考えられる食
　かっての日本の食生活で特に重要な地位を占めてい
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図2　月見の呼び方の分布
た大豆加工食品は，全国的には味噌，豆腐であり，更
に東日本ではこれらに納豆が加わる。この3者は何れ
も完熟した黄大豆を原料としたものである。これに対
して，成熟した青豆癒及び未熟な大豆の枝豆は緑色の
彩りに加えて香味が良く，軟らかくてSSいしいPX堰
且が低い欠点を有している。緑芭の夫豆はおいしくて
も，大豆についてかなりの余裕撃ない無態重藝な羅
途を持つ黄大豆が優先せざるセえないこと迄なる．
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　　　　　　　　　　　　　　　図3
　このように，枝豆に深く関係する食習慣には，複雑
な背景が存在する可能性があるので，範囲を広げて，
関連すると考えられ事柄についても検討した。
　”じんだ”との関連において呉汁及び摺り大豆料理
o
月見に枝豆，里芋を供える習慣の分布
（豆腐を除く）について，青大豆・枝豆との関連にお
いて「ひたし豆（浸し豆）」について調査した全国的分
布を，都道府県単位にまとめて表1に示した。また，
東北地方とその周辺地域は枝豆関連の事項が多いの
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　図4　枝豆を食べる習慣の分布
で，項目数を増やして整理したデータを表2に示した。
　これらの表では，各都道府県内のいずれかの地域で
認められる場合に1とし，認められない場合を0とし
て示した。
　表1において，1の合計が10個以上は県は，東北6
県及び栃木県であり，次いで新潟県の9個，長野県の
7個である。逆に，徳島，高知両県では0個であった。
東北地方及びその周辺地域が枝豆と関係深い食文化を
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●　　枝豆から作ったじんだ併類
O　：大豆から作ったじんだ餅類
★　　枝豆から作ったじんだ和え
☆　　大豆から作ったじんだ和え
?
????
v
OOb
e
?
0◎
E
4　　●★　　　　　％★
　　　　　●
????
0．
　　　・b
　tf°
乏フ。
●
　　図5　璽℃んだ”料理の分布
有していることが認められる。このことは，表2にお
いても確認された。
　この地域の食文化的特徴は”じんだ”と浸し豆の存
在であり，また全体として，枝豆へのこだわりが深い
ものと考えられる。
　1－4大豆，”じんだ”及びその他の枝豆関連食から
都道府県の分類
　表1全国的データについてクラスター分析を行った
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表1　枝豆とその関連の分布（全国）
No 地　　　　　　　　域　の@　（都道府県）
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寧都道府県名の後の数字は標識番号
4t?ﾚa：枝豆を食ぺた
　　　b：枝豆を月見に供えた
　　　c：枝豆を月見以外に供えた
　　　d：枝豆で作った．’ttじんだ”を餅類に和えた
　　　e：成熟大豆で作った”じんだ”を餅類に和えた
　　　f：ttじんだ”類の名称一じんだ，じんだん，ずんだ1ずんだん等
　　　9：”じんだ”類の名称一ぬた，のた等
　　　h：’「じんだ”類の名称一その他
　　　　i：枝豆で作ったttじんだ“を野菜等に和えた
　　　　j：成熟大豆で作った”じんだ”を野菜等に和えた
　　゜　k：呉汁を作った
　　　　1：他の名称の呉汁を作った
　　　m：浸し豆を作った
　　　n：他の名称の浸し豆を作った
　　　　o：枝豆ご飯を作った
　　　　P：その他の枝豆料理を作った
　　　　q：”じんだ゜’，呉汁，豆腐以外の摺り大豆料理を作pた
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表2　枝豆とその関連の分布（東北地方を中心として）
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゜項目　ア：枝豆を食べた　　　　　　　　　　　　　　．　　　　i
　　　　イ：枝豆を月見に供えた　　’　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　ウ：枝豆をお盆に供えた　　　　　　　　　　’　　　　　i
　　　エ：枝豆をその他の行凄に供えた　　　　　　　　．　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lナ：”じんだ”類の名称一じんだ，じんだん，ずんだ，ずんi
　　　　　だん等　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　カ：°9じんだ”類の名称一ぬた，のた等　　　　　　　　　i
　　　　キニ“じんだ”類の名称一その他　　　　　　　　　　　　i
　　　　ク：”eんだ”餅に和えた　．　　．　i
　　　　ケ：“じんだ”団子に和えた　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　コ：”じんだ”ぼたもちに和えた　　　　　　　　　　・　i
　　　　サ：・じんだ・野菜などに和えた　　　　　　i
　　　　シ：呉汁を作った　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　ス：他の名前の呉汁を作った　　　　　　　　　　　　　i
　　　　セ：”じんだ”t呉汁，豆腐以外の摺った大豆料理を作った　i
　　　　ソ：浸し豆を作った　　　　　　　　　　　　　　　　　i
タ：その他の名前の浸し豆を作った
チ：浸し豆を枝豆から作った
ッ：浸し豆を成熟した大豆から作った
テ：枝豆ご飯を作った
ドその他の枝豆料理を作った
ナ：ttじんだをは枝豆から作った
二：”じんだttを成熟した大豆から作った
ヌ：”じんだ“餅等を作る行塩一お盆
ネ：“じんだ”tw等を作る行事一月見
ノ：“じんだtt餅等を作る行鱗一節句
ハ：”じんだtter等を作る行審一彼岸
ヒ：”じんだ留餅等を作る行箏一その他
フ：豆しとぎを作った
へ：十査夜（旧暦8／15）の名月を豆名月と呼んだ
ホ：十三夜（旧暦9／13）の名月を芋名月と呼んだ
結果を図6（デソドログラム）に示し，地図上にライ
ソ引きして図7に示した。表2についてのクラスター
分析の結集を図8（デンドログラム），地図上でのライ
ソ引きを図9に示した。
　図6において，一致係数に基づく距離0．4で切断した
場合に，大きく2個のクラスターに分かれる。このう．
ち，個体番号2～14が属すクラスターは，枝豆と関連深
い地域，東北地方を中心とした地域であり，「枝豆・じ
んだ食文化圏」と名付けることのできる地域である。
もう一方のクラスターは西日本を中心とした地域及び
北海道であり，枝豆及び“じをだ”とは比較的関わり
の少ない地域である。
　距離0．34で切断した場合には，東北北部及び栃木県
が分かれる。この場合の特徴的項目は”じんだ”を成
熟大豆から作るか否かにある6
　距離0．29では，東北北部から岩手県が分かれ，西日
本側では，福井県が分かれる。福井県の特異性は，福
井平野で作られる“じんだ”類似の「大根のぬた」2°）の
存在が大きい。
　そめ他，西日本における他と離れたクラスター，F
岡山・香川県，G大阪府，　H鳥取・島根県は主に特徴
的な”じんだ”類似の食物の存在によるものである。
　図7の日本地図上に示された一致係数・距離0．4に
よって都道府県単位に分けたライソaが重要なライソ
であるものと考えられる。しかし，この他にb，dラ
イソも近接した地域を通過しており，枝豆に関する食
文化でもって，日本を東西に分ける場合の主ライソは，
この地域に存在するものと推定される。特た，日本海
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図6　枝豆及びその関連に基づくクラスター分析によるデンドログラム（全国）
　　　寧表1，Naに相当する
側では，新潟県と富山県との間に存在することが明か
である。
　ただし，北海道21）は同じ東日本ではあるが，食文化が
全国各地からの入植者により始まり，その後の経過期
間も短いためか，特異的であって，東北地方を中心と
した地域と明かに異なっており，一致係数・距離0．4に
よるラインdが津軽海峡に存在する。ここには，既に
菊の食用に関してライソが存在している。
　図8によれば，一致係数・距離0．3によって，図6の
係数0．4の場合と同じく，いわゆる「枝豆・じんだ食文
化圏」とその他の地域とに分けられる。
　この「食文化圏」は係数0．44によって岩手・宮城・
山形・福島県とその他の2クラスターに大きく分かれ
る。この前者は1の数が19　・一　21個であって，最も枝豆・
ttｶんだ”にこだわる地域である。
　更に，係数0．39及び0．3によって，最終的に「枝豆・
じんだ食文化圏」はA，B，　C，　Dに分かれる。
　微妙なのが新潟県の位置づけであり，図6，7の場
合と異なって，B地域と分かれている。これは，増え
た項目中のttじんだ”の行事及び月見の行事関連に相
違があったためである。新潟県は1の合計が12個で
あって，B地域ほどの．“じんだ”へのこだわりは少な
い。
　“じんだ”は枝豆から作るのが本来とすると，正統
的「枝豆・じんだ食文化圏」は山形・宮城・福島県の
B地域であり，それが周辺に広がるにつれて，徐々に
モディファイされるものと考えられる。
　1－5枝豆の生産からの検討
　これら直接的データの他に，裏付けデータとして消
費・生産の関係から検討した。食文化は長時間をかけ
て形成されるものであることから，それに対応する食
の生産があり，そのため伝承の地方品種が時間をかけ
て生まれる可能性が高い。農業技術大系23）によれば伝
承の地方品種は表3のごとくであり，殆どが東北地方
を中心とした東日本に限られている。
　また，枝豆は鮮度が重要な食物であるので，消費の
多い地域及びその周辺で主に生産される傾向を有して
いる。そのため，生産でもって，消費の実態が逆に推
定可能である。
　図12に全国での枝豆の生産状況を示した24｝。完熟大
豆については古い統計はあるものの，枝豆に関しての
統計は比較的新しい。
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　図12によれば，東日本において，枝豆の生産が多く，
それに応じて消費も多いことが推定され，枝豆の食文
化の層の厚さを裏付けている。
　西日本での生産が多くない最大の要因は消費が少な
b『?
　　　　　　　　　・し’
　　　　　　》°
　　o　o・
枝豆及びその関連食に基づくクラスター分析による地域区分（全国）
いためと考えられるが，何故，消費が少ないのか，そ
の理由に興味が持たれる。
一72一
東西食文化の日本海側の接点に関する研究（V）枝豆の食用に基づく食文化のライソ
?????????
．0．52
0．44
0．35
0．26
0．17
0．09
0．OO
　　　14　　　　　　　　　10　　　　13　　　　11　　　　12
　」＿＿＿L＿＿L－　　　」一一⊥一　　　一　　　」一一一一一J
　　　　　　　E　　　　　　　　b　．　　C　　　　　i　　　　A
　　　　　　　　　　　　　固体番号＊（都道府県）
図8　枝豆及びその関連に基づくクラスター分布によるデンドログラム（東北地方を中心として）
　　零表2，Nqに相当する
2　中部日本海側での枝豆食用及び”Uんだ”料理の
分布
　図1の調査表に基づいて，新潟県を中心として詳細
に調査して得た結果の中から，かって（1930年代頃）
枝豆を食べる習慣があったか否か，“じんだ”料理を
作ったか否かについて図10，11に示した。
　図10の結果によれば，山形県では全域が，新潟県は
ほぼ全域で枝豆の食習慣が認められる。しかし，新潟
県の場合，詳細に検討すると，この食習慣は佐渡及び
西頸城地方で少ないことが認められる。
　枝豆の食習慣に関するライソが，佐渡と越後の間に，
越後では中頸城地方と西頸城地方との間に存在するこ
とが推定される。
　図11の結果によれば，”じんだ”料理は山形県は盛ん
であるが，他の地域では総体として盛んではない。
　しかし，既報22⊃の結果も併せて検討すると，新潟県の
最北，山形県に接する山北町では卿じんだ”がかなり
作られており，山形県庄内地方の影響が認められる。
　山北町に南接する朝日村及び村上市では”じんだ”
が認められないことから，ここにttじんだ”で区別す
るライソの存在が推定される。ちなみに，このライソ
の存在は食用菊及び「あくまき」の食文化から既に報
告した4）22）。
3　枝豆，“じんだ”及びその関連から東西食文化の日
　本海側の接点の検討・考察
　以上直接，間接のデータを総合して考察し，日本海
側からみた枝豆とその関連の食文化を分けるラインを
地図上に引き，図13に示した。
　東北地方を中心として，かなり明確な「枝豆・じん
だ食文化圏」とでも名付けられる食文化圏が存在する
ことが推定され，新潟県もその中に包含されている。
しかし，新潟県の場合は，枝豆とは関係が深いが，“じ
んだ”については関わりが深くない。
　新潟県はこの「文化圏」のうち，枝豆を主にしなが
ら日本海側での西端に存在するが，更に細かく検討す
ると，その境界ライソは，図13のライソaのごとく，
新潟県の佐渡と越後の間，越後では中頸城と西頸城の
間に存在し，長野県中部・北部を囲みながら東進して
栃木県北部を横断して，ほぼ福島，茨城両県の間に存
在するものと推定される。
　このライソaに近い位置にあって，日本の食文化を
日本海側で東西に分ける数多くのライソの推定を既に
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報告してきた。すなわち，年取魚・昆布巻き3》，食用菊4⊃，
納豆5），味嗜玉5｝，端午の節句団子。餅5）に関するライソ
がそれであり，枝豆もその一員として加わるものであ
る。
　　　　　　　　　　　●し
　　　　　　　　　tf°
　　　　　o　o．
枝豆及びその関連食に基づくクラスターによる地域区分（東北地方を中心として）
　”じんだ”を主にする場合は，新潟県の北部，山北
町南縁の束を南下して山形・福島両県の問を走るライ
ソbが推定される。日本海側での位置及び山形県置賜
地方との関係はほぼ明確であるが，福島県会津地方と
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表3　枝豆の地方品種
地 域 品　　　　　種
?
途
北海道・道南 坂本早生 枝豆用
〃 ・全道 早生緑 〃 、 子実用
〃 ●〃 吉岡大粒（大振袖） 〃
〃 ・道南、道央 鶴の子 〃
〃 ・全道 中生光黒 〃 、煮豆用
〃 ●〃 奥原1号 〃 、 子実用
〃 ●〃 雪の下 〃
岩手 ・県南 茶豆 枝豆用、 一部味噌用
〃 ・県央 香り豆（早生） 〃 、
〃 ・県南 香り豆（晩生） 〃 、 ずんだ餅用
宮城 ・全県 アナバタ 枝豆用、 ずんだ餅用
山形 ・鶴岡市 小真木だだちゃ 枝豆用
〃 ●　　〃 白山だだちゃ 〃
福島 ・会津山間 会津五葉豆 枝豆用
東京 ・各地 三河島 枝豆用
新潟 ・黒崎町 小平方茶豆（黒崎茶豆） 枝豆用
〃 ・下越 一人娘 〃
〃 ・中越 肴豆（刈羽豆） 〃
〃 ・下越 いうなよ（よなよ） 〃
〃 ・各地 青入道（青とし） 〃 、 青豆として浸し豆
広島 ・広島市近郊 一本草 枝豆用
の関係については今後更に検討を必要とする。このラ
インは，菊の食用4）及び端午の節句の「ちまき」22）につ
いてのサブラインとして，既に報告したものと同一で
ある。
　ライソcは，“じんだ”を成熟大豆でも作るか否かの
日本海側での境界を表す。南側では枝豆のみで“じん
だ”を作る。津軽海峡のラインaは「枝豆・じんだ食
文化圏」の北縁を限るものである。
申しあげます。
　枝豆の生産についてご教示頂いた新潟県作物価格安
定協会，木村敬助氏及びクラスター分析にご協力頂い
た本学，立山千草さんに深謝致します。
　また，本研究をご支援して頂いた財団法人日本食生
活文化財団に深謝致します。
　　　　　　　　　結　　　び
　テーマが大きいため手に余る点が多く，問題は限り
なく続くものと考えられる。多くの方々のご協力を得
て，更に調査・研究を進めて行く予定である。
　本報告をまとめるにあたり，聞き取り調査にご協力
頂きました新潟県西頸城農業改良普及所，山形県鶴岡
農業改良普及所，糸魚川市教育委員会，荘内銀行及び
本支店行員各位，新宮璋一，渋谷歌子，佐藤恵美子，
山川いみ子，斉藤魏，細井顕輝，佐々木博明，板垣七
造，板垣俊一，五十嵐孝哉，佐藤政，菅原照子，小南
一（以上，敬称略），本学食物科卒業生，在学生の皆さ
ん，及びご回答を頂きました多数の方々に厚くお礼を
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　図12枝豆の生産（昭和47年）
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